
項 目 夏季（５～９月） 冬季（１０～４月）

① 代用乳の給与量 ４Ｌ／日
（約５００g）

５Ｌ／日
（約６００g）

② 代用乳を溶かす
お湯の温度 約４５℃ ５０～５５℃

③ 離乳 人工乳１kg採食時 １週間延長

④ 敷き料 おが屑 おが屑＋麦稈

表１ 当場の飼育管理における夏季と冬季の違い

厳厳寒寒期期にに耐耐ええるる代代用用乳乳のの給給与与方方法法とと
飼飼育育環環境境ににつついいてて

１．はじめに

皆さんが日頃飼育している子牛にとって、これから

更に厳しくなる寒さは大きな問題になります。夏場で

は普通に育っていた子牛も、気温が低下すると自分の

体を維持するために、栄養分を消費します。冬場の子

牛は、夏場と同じように飼育していたのでは、同じく

らいの成長は見込めないことになります。ここでは当

研究農場で行なっている冬場の代用乳給与や、管理方

法の一部をご紹介します。

２．具体的な管理方法の違い（表１）

①代用乳の給与量

当場では冬場（１０～４月）は、夏場（５～９月）よ

り代用乳を多く給与します。これは、厳寒期に子牛の

体の維持のために消費する栄養分を少しでも補強する

ためです。

②代用乳の溶かす温度

冬場は、代用乳を溶かす温度をやや高めにします。

これは代用乳を溶かし、子牛に給与するまでに、外気

温により代用乳が冷めるためです。ここでの注意点は、

夏、冬問わず、代用乳を給与する時の温度は、牛の体

温（３９～４０℃）に近い温度とすることです。更に代用

乳は６０℃以上の高温で溶かすと、蛋白質の消化が悪く

なることがあるため、お湯の温度の上限に気を配るこ

とも大事です。

③離乳

当場では、冬場の離乳は、夏場より１週間程度遅ら

せています。離乳は、子牛にとって大きなストレスと

なり、この時期での子牛のトラブルが多い現状にあり

ます。そこで離乳を慎重に行なう目的から、代用乳を

長く給与します。

④敷き料

当場の冬場の敷き料は、カーフハッチ、哺乳ロボッ

ト牛舎とも、冬場はおが屑の上に麦稈を施すようにし

ています。冬場は、地面や牛床からの寒気により、子

牛の体が冷え、下痢などになりやすい傾向にあります

が、当場ではそれを軽減する一助となっています。

３．おわりに

今回は、当場で行なっている冬場の管理例を挙げま

したが、各農場の通常管理では実施出来ない内容もあ

るかと思います。今回挙げた方法は一例と考え、それ

ぞれに合ったやり方で冬場を乗り切って頂きたいと思

います。

（北海道研究農場・飼料研究グループ 阿部）
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